
週間国際経済 2021（39）№289  11/21～11/27 

 

11/21・欧州コロナ規制逆戻り オーストリアは都市封鎖 ベルギーは在宅義務化 

 

11/22・中国・ASEAN、対話開始 30周年で首脳協議 習主席が主催し出席 ＜1＞ 

    習氏、ASEAN 抱き込み 外交関係格上げ 孤立回避へ重視鮮 

 

11/24・米大統領、FRB議長にパウエル氏再任「インフレの脅威に対処」 安定・継続重視 

  ・米、石油備蓄放出へ 価格抑制 異例の措置 日中などと協調 ＜2＞ 

    「ガソリン価格下がる」効果に自信 

  ・岸田首相 石油国家備蓄初の放出表明 米と歩調 

  ・米感染、1ヶ月で 4割増 感謝祭控え、往来に警戒 

  ・欧州死者、5割増の恐れ WHO 来春までに 70万人と予測（現在約 150万人） 

 

11/25・備蓄放出、市場に響かず NY原油 2％上昇高止まり 逼迫解消へ規模不足の見方 

  ・デジタル通貨で企業決済 大手銀行や NTTなど 74社、来年にも ＜3＞ ＜4＞ 

取引数秒、低コスト まず電力売買 

  ・サムスン、米に半導体工場 テキサス 2兆円投資、先端品量産 

  ・独次期首相に社会民主党のシュルツ氏 緑の党など 3党連立合意 

  ・欧州、コロナで規制強化 感染再拡大で伊・独、未接種者の行動制限 

  ・米政権と共和党州知事 ワクチン義務化で対決鮮明 両者引かず法廷闘争続く 

  ・米量的緩和縮小、加速も FOMC11月議事録 高インフレ警戒 拙速、懸念する意見 

  ・米消費支出物価 5％上昇 10月、31年ぶり水準 原油高など響く 

 

11/26・米中、国防トップ対話へ バイデン政権初 年内にも、衝突を回避 

 

11/27・経済対策 追加歳出 31兆円 補正予算案 赤字国債 22兆円 ＜5＞ 

    補正で膨らむ予算、常態化 緊急性低い事業も相次ぎ計上 使途の点検。監視不可欠 

    国債残高 1000 兆円突破へ 10 年で 1.5 倍 財政悪化の底に見えず 

    防衛費最大の 7700 億円 当初予算と合わせ 6.1 兆円 GDP 比 1％超 

  ・電気料金、来春も上昇へ 来年 1月、ガスも値上げ LNG高騰で家計に重く ＜6＞ 

  ・EU、中国重視から転換 ASEM（アジア欧州会議） 民主主義国と協力表明 

    仏など台湾との関係強化 対中投資協定棚上げ インドと FTA 交渉開始望む 

  ・太陽光パネル急騰 3割高 中国で電力不足、工場稼働低下 再生エネ戦略影響も 

  ・南アで新変異型「オミクロン型」 各国警戒 英など直行便禁止 香港でも確認 

  ・日経平均 747円安 新変異型を懸念 NY株急落、905ドル安 欧州株も全面安 



 


